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1. 平成28年1月期第2四半期の連結業績（平成27年2月1日～平成27年7月31日）

(注)当社は、平成27年8月1日付で普通株式1株につき1.5株の割合をもって株式分割を行っております。なお、「１株当たり四半期純利益」については、前連結会計
年度の期首に株式分割が行われたと仮定して算定しております。

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年1月期第2四半期 35,087 7.8 2,605 13.5 2,669 14.9 1,818 6.9
27年1月期第2四半期 32,536 10.4 2,295 88.1 2,323 80.4 1,701 54.6

（注）包括利益 28年1月期第2四半期 2,238百万円 （37.2％） 27年1月期第2四半期 1,631百万円 （18.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年1月期第2四半期 37.80 ―
27年1月期第2四半期 35.35 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年1月期第2四半期 38,774 19,501 50.3
27年1月期 36,506 17,488 47.9
（参考）自己資本 28年1月期第2四半期 19,501百万円 27年1月期 17,488百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

(注)当社は、平成27年8月1日付で普通株式1株につき1.5株の割合をもって株式分割を行っております。なお、平成27年１月期については、当該株式分割前の実
際の配当金の額を記載しております。

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年1月期 ― 5.00 ― 7.00 12.00
28年1月期 ― 8.00
28年1月期（予想） ― 8.00 ―

3. 平成28年 1月期の連結業績予想（平成27年 2月 1日～平成28年 1月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
(注)当社は、平成27年8月1日付で普通株式1株につき1.5株の割合をもって株式分割を行っております。なお、連結業績予想の「１株当たり当期純利益」につきま
しては、当該株式分割後の発行済株式数（自己株式を除く）により算定しております。

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 66,500 4.9 2,350 △14.5 2,320 △20.9 3,620 △8.0 75.24



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(注)詳細は、【添付資料】Ｐ.3「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

(注)当社は、平成27年8月1日付で普通株式1株につき1.5株の割合をもって株式分割を行っております。なお、発行済株式総数（普通株式）については、前
連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定しております。

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく

四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しております。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
(将来に関する記述等についてのご注意)

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資料】Ｐ.２「1.当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。

(四半期決算補足説明資料の入手方法について)
四半期決算補足資料は平成27年9月8日(火)に当社ホームページに掲載いたします。

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 有
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年1月期2Q 48,424,071 株 27年1月期 48,424,071 株
② 期末自己株式数 28年1月期2Q 308,538 株 27年1月期 308,157 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年1月期2Q 48,115,632 株 27年1月期2Q 48,118,646 株



○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ………………………………………………………………… ２

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………………… ２

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………………… ２

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………… ２

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 ………………………………………………………… ３

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 ………………………………………… ３

３．四半期連結財務諸表 ………………………………………………………………………………… ４

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………… ４

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………………… ５

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間 …………………………………………………………………… ５

四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間 …………………………………………………………………… ６

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………… ７

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………… ７

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） …………………………………… ７

㈱丹青社(9743)　平成28年１月期　第２四半期決算短信

― 1 ―



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（平成27年２月１日～平成27年７月31日）におけるわが国経済は、

個人消費が底堅く推移したことや、企業収益が改善傾向にあること等から、緩やかな回復基調が

継続しました。

当ディスプレイ業界の事業環境につきましては、公共投資に足踏みが見られたものの、企業の

設備投資は引き続き増加基調となり、堅調に推移しました。

このような状況のもと当グループは、新たに策定した中期経営計画（平成28年１月期～平成30

年１月期）に基づき、安定・確実な成長を持続させるとともに、優れた価値創出で他を圧倒する

ことを目標に、事業活動を展開してまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は350億87百万円（前年同四半期比7.8％増）と

なり、営業利益は26億５百万円（前年同四半期比13.5％増）、経常利益は26億69百万円（前年同

四半期比14.9％増）、四半期純利益は18億18百万円（前年同四半期比6.9％増）となりました。

なお、当第２四半期連結累計期間の受注高は327億22百万円（前年同四半期比9.7％減）となり

ましたが、これは前年同四半期の受注が大変好調であったことによるものであります。

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

資産の部の合計額は、前連結会計年度末に比べて6.2％増加し、387億74百万円となりました。

これは、主に連結子会社である合同会社丹青ビルマネジメントが所有しておりました土地、建物

等の譲渡により有形固定資産が27億11百万円減少したものの、現金預金が56億５百万円増加した

ことによるものであります。

（負債の部）

負債の部の合計額は、前連結会計年度末に比べて1.3％増加し、192億72百万円となりました。

これは、主に借入金が12億39百万円減少したものの、未成工事受入金が16億47百万円増加したこ

とによるものであります。

（純資産の部）

純資産の部の合計額は、前連結会計年度末に比べて11.5％増加し、195億１百万円となりまし

た。これは、主に剰余金の配当を２億24百万円行ったものの、四半期純利益を18億18百万円計上

したため、利益剰余金が15億94百万円増加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年１月期の業績予想につきましては、利益面において、当第２四半期連結累計期間の実

績が通期の予想を上回る等、順調に推移しており、今後の見通しについても特段の悪化要因は現

在のところ顕在化しておりませんが、当社事業の特性上、業績予想数値の精査において売上の季

節変動等、不確定要素もあるため、平成27年３月13日に発表した業績予想を据え置いておりま

す。

なお、業績予想の修正が必要となった場合は、速やかにお知らせいたします。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

退職給付に関する会計基準等の適用

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付

会計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35

項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間よ

り適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を

給与基準及びポイント基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業

員の平均残存勤務期間に近似した債券の利回りに基づく割引率を使用する方法から、退職給付

の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法

に変更いたしました。

この変更により、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（会計上の見積りの変更）

耐用年数の変更

当社は、平成27年９月24日に本社を東京都港区へ移転する予定であり、当該移転につきまし

て平成26年12月９日開催の取締役会において決議いたしました。これに伴い、現本社ビルの土

地及び建物等につきまして、経営資源の有効活用を図るため譲渡いたします。

当該固定資産のうち建物等につきましては、移転予定月までの期間で減価償却が完了するよ

うに第１四半期連結会計期間より、耐用年数を変更しております。

これにより、従来の方法に比べて当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金

等調整前四半期純利益が122,337千円それぞれ減少しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表
(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年１月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年７月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 5,162,195 10,768,084

受取手形・完成工事未収入金等 9,561,647 9,063,514

未成工事支出金等 8,160,456 7,631,457

その他 1,544,595 1,159,450

貸倒引当金 △14,273 △14,152

流動資産合計 24,414,621 28,608,354

固定資産

有形固定資産 5,751,379 3,039,797

無形固定資産 311,300 265,391

投資その他の資産

退職給付に係る資産 1,672,675 1,837,133

その他 4,623,346 5,308,471

貸倒引当金 △266,450 △285,093

投資その他の資産合計 6,029,572 6,860,512

固定資産合計 12,092,252 10,165,701

資産合計 36,506,873 38,774,055

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 9,362,600 8,964,893

短期借入金 1,526,279 306,630

1年内償還予定の社債 100,000 100,000

未払法人税等 787,449 704,011

未成工事受入金 2,274,512 3,921,727

賞与引当金 896,285 724,422

その他の引当金 373,092 230,994

その他 1,856,873 2,044,552

流動負債合計 17,177,094 16,997,231

固定負債

社債 700,000 1,150,000

長期借入金 800,000 780,000

退職給付に係る負債 18,361 20,029

引当金 86,255 70,553

その他 236,741 254,367

固定負債合計 1,841,358 2,274,951

負債合計 19,018,452 19,272,182

純資産の部

株主資本

資本金 4,026,750 4,026,750

資本剰余金 4,024,848 4,024,950

利益剰余金 8,662,429 10,256,867

自己株式 △70,683 △70,978

株主資本合計 16,643,344 18,237,590

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 874,268 1,261,367

繰延ヘッジ損益 29,355 21,876

為替換算調整勘定 82,883 91,422

退職給付に係る調整累計額 △141,431 △110,383

その他の包括利益累計額合計 845,076 1,264,283

純資産合計 17,488,420 19,501,873

負債純資産合計 36,506,873 38,774,055
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年２月１日
至 平成26年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年２月１日
至 平成27年７月31日)

売上高 32,536,476 35,087,873

売上原価 26,689,220 28,644,529

売上総利益 5,847,256 6,443,344

販売費及び一般管理費 3,551,467 3,838,223

営業利益 2,295,789 2,605,121

営業外収益

受取配当金 23,497 24,612

仕入割引 25,803 27,910

その他 33,720 53,110

営業外収益合計 83,021 105,633

営業外費用

支払利息 22,866 16,094

その他 32,707 24,843

営業外費用合計 55,573 40,937

経常利益 2,323,237 2,669,816

特別利益

固定資産売却益 － 149,290

その他 52,117 34,570

特別利益合計 52,117 183,860

特別損失

投資有価証券売却損 3,774 －

ゴルフ会員権評価損 － 3,600

特別損失合計 3,774 3,600

税金等調整前四半期純利益 2,371,580 2,850,077

法人税、住民税及び事業税 284,812 797,201

法人税等調整額 385,582 233,896

法人税等合計 670,394 1,031,098

少数株主損益調整前四半期純利益 1,701,186 1,818,979

四半期純利益 1,701,186 1,818,979
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年２月１日
至 平成26年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年２月１日
至 平成27年７月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,701,186 1,818,979

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △50,515 387,098

繰延ヘッジ損益 △5,710 △7,479

為替換算調整勘定 △13,621 8,538

退職給付に係る調整額 － 30,725

持分法適用会社に対する持分相当額 － 322

その他の包括利益合計 △69,846 419,206

四半期包括利益 1,631,339 2,238,186

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,631,339 2,238,186
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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